	150 ～た‐弾みに／～た‐拍子に 



動詞：た形　　＋　　弾みに　　～　　した
　　　　　　　　　　拍子に
（注：その他に「その弾みに／何かの弾みに／その拍子に／何かの
拍子に」などの形もある）



	♪　会話　♪


李　：今朝、子供を抱き上げた拍子に腰を痛めてねえ。前にもぎっくり腰をやっているので心配で・・・。
佐藤：大丈夫ですか？ちょっとした弾みでなるらしいですね。私も若いけど気をつけていますよ。
李　：痛い！立ち上がるのも辛いよ。
佐藤：会社を休めばよかったのに。

	♯　解説　♭


　名詞「弾み」「拍子」には「瞬間・機会・勢い・動機」などの共通する意味を持っています。そこから生まれた「～た‐弾みに～した／～た‐拍子に～した」は「～したとたんに～した」（→文型148）と同様に偶発事態の発生を表す表現になります。しかし、これらは「人が～した瞬間に、それがきっかけや機会になって、＜うっかり／つい／ふと／誤って＞～が起こった」という人間の不注意や動作に伴って偶発した事態を表す表現なので、「～た‐とたんに」と違って後件で人間の行為と無関係の現象は表せません。
　　大声で怒鳴ったとたんに（○弾みに／○拍子に）、入れ歯が落ちた。
　　家を出たとたんに（×弾みに／×拍子に）、雨が降りだした。

	§　例文　§


１．転んだ弾みに頭を壁にぶつけて、たんこぶができた。
２．滑った弾みに足をくじいてしまった。
３．ふとした弾みに、いいアイディアが浮かぶこともある。
４．くしゃみをした拍子に眼鏡が落ちた。
５．今ちょっと度忘れしましたが、何かの拍子に思い出すかもしれません。

	★　例題　★


1)　慌てて電車（に／で／を）飛び乗ったが、その（とたんに／弾み）に片方の靴が脱げ、線路（に／で／を）落ちてしまった。
2)　「どうしたの、その傷は？」　　「対向車（　）（よける→　　　　　）拍子に、ハンドルを（切る→　　　）損なって電柱（　）ぶつかったんだ」

	(^^)前課の解答(^^)


1)　だに／せ／わけがない（→文型453／→文型455／→文型457）

